
遠浅で美しい浜崎海水浴場

金丸弘
生産者のためのス

金丸弘美著『生産者のためのスローフード入門』

声
会
』
（
諌
一
方
有
年
ヌ

議
）
が
主
催
、
今
年

遠
な
ど
全
国
各
地
で

ハ
イ
ム
レ
ー
ス
を
行
う
。

汗
湾
が
白
砂
青
松
の
虹

冨
唐
津
城
の
情
景
な

冒
、
波
が
少
な
く
遠

筈
や
す
く
、
水
質
な

り
環
境
が
い
い
と
の
こ

浜
崎
海
岸
を
帰
着
点

夫
を
行
う
こ
と
が
決

肛
き
気
、
嘔
吐
に
1

叫
h
位
を
煎
じ
て
服
用

笑
②
フ
グ
そ
の
他

飛
、
肉
類
、
貝
、
カ

と
の
海
産
物
中
毒
に

と
同
様
に
用
い
る
と

て
う
で
す
。
③
黄
症
、

小
良
、
食
欲
不
振
、

、
子
供
の
療
熱
に
も

に
用
い
ま
す
。
④
急

任
き
下
し
に
は
茎
葉
、

化
を
煎
じ
て
服
用
す

艮
い
そ
う
で
す
。
⑤

の
煎
じ
汁
は
消
化
不

よ
く
効
く
そ
う
で
す
。

窄
3
住
ま
て
カ
メ
筆
　
罰
翁

を
狙
う
人
、
遠
泳
力
を
試
す

人
、
思
い
出
づ
く
り
な
ど
、

泳
力
に
自
信
の
あ
る
人
は
誰

で
も
参
加
で
き
る
（
身
障
者

も
可
）
。
参
加
料
は
、
個
人

8
0
0
㍍
が
5
0
0
0
円
、

3
2
0
0
㍍
は
9
0
0
0
円
、

団
体
リ
レ
ー
は
、
4
人
1
組

で
9
0
0
0
円
。
問
い
合
わ

せ
と
受
付
は
、
浜
玉
観
光
協

会
（
電
話
0
9
5
5
・
5
6
・

6
9
3
7
）
で
。
ま
た
当
日

現
地
受
付
も
可
。

海
指
重
に
程
相
即
に
参
加
し

て
も
ら
お
う
、
ま
た
↑
こ
こ

で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
て

公
民
館
等
で
り
」
ダ
ー
と
し

て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
社

会
活
動
を
行
っ
て
も
ら
お
う

と
、
県
内
の
6
0
歳
以
上
の
高

齢
者
を
対
象
に
平
成
3
年
に

設
立
さ
れ
た
。
佐
賀
校
、
鹿

島
校
、
唐
津
校
が
あ
り
、
唐

津
校
は
開
設
5
年
目
。
2
年

制
の
大
学
で
、
学
生
は
．
1
年

間
で
3
0
講
座
を
受
講
す
る
。

夏
季
研
修
会
は
息
年
生
礎
対

L
L
r
，
二
一
く
㌢
一
㌔
一
サ
て
′
一

く
り
」
、
生
活
福
祉
講
座

リ
ハ
ビ
リ
」

3
講
座
が
開

講
さ
れ
た
。
・
、
カ
ソ
コ
ン
講
座

は
出
野
健
太
教
諭
が
指
導
し

、
d
カ
て
苦
　
ふ
れ
カ
て
て
し
竃

つ
も
り
で
い
た
郷
土
の
歴
史

や
唐
津
燐
な
ど
に
つ
い
て
も
、

初
め
て
気
付
か
さ
れ
た
こ
と

が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
」
と
感

慨
深
げ
に
振
り
返
っ
た
。

海
の
男
た
ち
が
豪
快
に

波
戸
岬
湾
で
海
中
盆
綱
引
き

唐
津
市
鎮
西
町
の
波
戸
湾

で
1
5
日
、
海
中
盆
綱
引
き
が

催
さ
れ
る
。
盆
供
養
行
事
と

予
巨
」
山

『
生
産
者
の
た
め
の
ス
ロ
ー

フ
ー
ド
入
門
』
（
有
限
会
社

ベ
ネ
ッ
ト
発
行
・
税
込
み
1

0
0
0
円
）
は
、
唐
津
市
出

身
の
環
境
ジ
ャ
⊥
ノ
リ
ス
ト
、

金
丸
弘
乗
さ
ん
著
。
先
日
の

『
か
ら
つ
大
好
き
フ
ェ
ス
タ
！
』

（
唐
津
青
年
会
議
所
主
催
）

で
も
、
市
内
在
住
の
農
民
作

家
山
下
惣
一
さ
ん
と
対
談
を

行
い
「
い
い
も
の
を
お
い
し

く
食
べ
て
健
康
に
」
と
訴
え

た
ば
か
り
。

同
書
は
「
ス
ロ
ー
フ
ー
ド

に
は
取
り
組
み
た
い
が
、
現

場
で
は
実
際
、
ど
の
よ
う
な

活
動
を
し
た
ら
い
い
の
か
」

と
模
索
す
る
生
産
者
に
対
し

て
、
写
真
と
事
例
を
豊
富
に

使
い
、
大
変
わ
か
り
や
す
く

ス
ロ
ー
フ
ー
ド
の
案
内
を
ま

と
め
た
も
の
。
金
丸
さ
ん
が

自
ら
現
地
竃
ま
わ
っ
た
こ
と

が
基
に
な
っ
て
お
り
、
本
場

イ
タ
リ
ア
の
ス
ロ
ー
フ
ー
ド

活
動
や
日
本
で
の
試
み
を
、

多
く
の
写
真
で
示
し
な
が
ら

多
数
紹
介
し
て
い
る
。

「
イ
タ
リ
ア
の
ス
ロ
ー
フ
ー

ド
と
同
じ
よ
う
な
動
き
を
日

本
で
考
え
た
時
、
い
ち
ば
ん

近
い
の
は
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
・

マ
ー
ケ
ッ
ト
と
産
直
運
動
」

と
い
い
、
島
原
半
島
の
『
な

が
さ
き
南
部
生
産
組
合
』
、

福
岡
県
の
『
ゆ
か
い
な
果
樹

園
　
ぶ
ど
う
の
樹
』
、
そ
し

て
七
山
村
の
『
鳴
神
の
庄
』

な
ど
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
「
日
本
の
地
域
農
業
が

生
き
残
る
た
め
に
も
、
小
さ

な
生
産
者
が
永
続
的
に
地
域

で
育
っ
て
い
く
た
め
に
も
、

な
に
よ
り
健
康
な
未
来
を
子

供
た
ち
に
渡
す
た
め
に
も
、

食
の
現
場
が
、
も
っ
と
賢
い

消
費
者
と
と
も
に
育
っ
て
い

く
必
要
が
あ
る
」
と
消
費
者

教
育
の
必
要
性
も
訴
え
る
。

詳
し
い
問
い
合
わ
せ
先
は

「
大
阪
事
務
所
」
〒
5
3
0
－

0
0
4
1
大
阪
市
北
区
天
神

橋
2
丁
目
2
・
2
3
　
食
文
化

の
学
校
・
万
来
社
（
電
話
0

6
●
4
8
0
1
●
0
3
5
7
、

F
A
X
O
6
・
4
8
0
1
・

0
3
5
6
）
ま
で
。

し
て
同
地
区
に
4
0
0
年
伝

わ
る
伝
統
行
事
で
、
ね
じ
り

鉢
巻
の
男
た
ち
が
紅
白
に
分

か
れ
て
、
チ
ョ
ッ
ケ
イ
盟
ン
、

長
さ
3
5
㍍
の
大
綱
を
、
腰
ま

で
海
中
に
浸
か
っ
て
「
ハ
ル
、

オ
イ
サ
し
コ
イ
サ
ー
」
と

豪
快
な
掛
け
声
で
綱
を
引
き

合
う
。
厚
化
粧
し
た
女
装
や

伊
達
姿
に
飾
り
立
て
た
若
者

も
参
加
し
て
盛
り
上
げ
る
。

同
日
は
午
後
5
時
ご
ろ
か
ら

子
ど
も
綱
、
同
6
時
ご
ろ
か

ら
大
人
綱
が
始
ま
る
。
問
い

合
わ
せ
は
、
鎮
西
町
観
光
協

会
（
電
話
0
9
5
5
・
5
1
・

1
0
5
2
）
へ
。

媚
廟
に
≡
侶
毒
し
に
加
東
．

た
▼
最
後
の
ハ
ー
ザ
ル
を

越
え
て
ク
レ
メ
ン
ト
（
ア

メ
リ
カ
）
と
並
ぶ
、
そ
の

争
い
は
ゴ
ー
ル
ま
で
決
着

つ
か
な
か
っ
た
が
、
最
後

は
気
迫
む
き
出
し
に
、
ゴ
ー

ル
に
倒
れ
込
む
フ
ィ
ニ
ッ

シ
ュ
だ
っ
た
。
掲
示
板
を

見
上
げ
る
そ
の
表
情
が
映

し
出
さ
れ
て
い
た
が
、
3

位
を
確
認
す
る
と
両
こ
ぶ

し
を
掲
げ
、
そ
し
て
感
激

の
涙
▼
ス
タ
ン
ド
に
は
為

未
を
見
守
る
母
の
姿
。
い

や
、
と
て
も
冷
静
に
見
る

こ
と
が
出
来
な
い
の
だ
ろ

う
、
顔
を
手
で
覆
っ
て
前

か
が
み
に
な
っ
て
い
る
。

そ
の
母
に
2
0
0
1
年
の

カ
ナ
ダ
・
エ
ド
モ
ン
ト
ン

大
会
で
の
銅
メ
ダ
ル
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
た
▼
今
度
は

父
に
と
思
っ
て
い
た
が
、

そ
の
後
は
成
績
が
伸
び
悩

ん
だ
。
そ
の
父
は
一
昨
年

に
他
界
。
お
盆
を
前
に
父

へ
の
何
よ
り
の
供
養
と
な
っ

た
こ
と
だ
ろ
う
。


